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平
成
24
年
度
決
算
審
議

　

平
成
24
年
度
の
決
算
は
、
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で
、
歳

入
2
3
5
億
6
7
8
0
万
円
、
歳
出
2
2
8
億
1
7
6

1
万
円
で
実
質
単
年
度
収
支
は
4
6
3
4
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
市
税
の
収
入
済
額
は
36
億
4
5
9
4
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
0
・
1
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

収
入
未
済
額
が
1
億
8
6
0
7
万
円
と
、
前
年
度
よ
り

2
・
2
%
増
と
な
り
、
不
納
欠
損
額
も
9
4
9
万
円
と
2

年
連
続
9
0
0
万
円
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

市
債
は
26
億
7
1
6
7
万
円
で
、
前
年
に
比
べ
15
・

9
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
86
・
1
%

で
、
前
年
度
よ
り
も
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
実
質

公
債
費
率
も
14
・
3
%
と
前
年
度
よ
り
1
・
7
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
実
施
さ
れ
た
各
事
業
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
成
果
の
説
明
を
求
め

る
と
と
も
に
、
多
く
の
不
用
額
が
出
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
因
の
詳
し

い
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
費
用
対

効
果
の
視
点
か
ら
の
意
見
や
、
よ
り
充
実

し
た
事
業
に
す
る
た
め
の
提
案
な
ど
が
、

各
委
員
か
ら
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
市
税
の
収
入
未
済
額
が
、
昨
年
度
に
比

べ
2
・
2
%
増
加
し
、
不
納
欠
損
額
も
2

年
連
続
9
0
0
万
円
を
超
え
て
い
る
。
自

主
財
源
確
保
や
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
収
納
率
向
上
に
向
け
た
努
力
を
求
め

る
。

◆
市
債
は
、
前
年
よ
り
15
・
9
%
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
大
型
事
業

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
財
政
計
画

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
に
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
事
業
会
計

で
、
延
べ
の
入
院
患
者
数
、
外
来
患
者
数

は
前
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。
平
成
24

特 集

年
度
は
改
築
事
業
の
影
響
も
あ
っ
た
と
考

え
る
が
、
病
院
事
業
の
安
定
に
向
け
、
早

急
に
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
行

う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
診
療
科
目
の
充

実
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
委
託
料
や
補
助
金
と
し
て
毎
年
同
じ
金

額
を
支
出
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
内
容

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
部
委
員
よ
り
、
大
学
関
係
や
健
康
増

進
施
設
に
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
反
対
す
る
と
の
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
る
こ

と
と
決
し
ま
し
た
。

普
通
会
計
を
５
万
分
の
１
に
し
て
、

家
計
簿
に
し
ま
し
た

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
９
月
18
日
に
開
催

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
詳
細
に
審
査

家計簿 普通会計

支
　
出

ローン返済 公債費　
食　費 人件費
家族の医療費 扶助費
光熱水費 物件費
自宅の新築・増改築 投資的経費・維持補修費
町内会費 補助費等・出資金・貸付金
仕送り 繰出金
貯　金 積立金

家計簿 普通会計

収
　
入

給　料 市税などの自主財源
仕送り 国・県支出金などの依存財源
借　入 市債などの借入金

高梁市の普通会計のうち、自主財
源は４分の１程度で、残りは国や
県からの交付金・支出金と市債と
なっています。

高
梁
市
の
家
計
簿

審
査
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見

討
論
・
採
決

委
員
長	

長
江　

和
幸

副
委
員
長	

宮
田　

好
夫

委　
　

員	

難
波　

英
夫

	

川
上　

博
司

	

宮
田　

公
人

	

川
上　

修
一

	

倉
野　

嗣
雄

	

内
田　

大
治

	

黒
川　

康
司

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

委
員
名
簿

決
算
の
概
要

給料
114,220円
（24％）

給料
114,220円
（24％）

借入
53,433円
（11％）

借入
53,433円
（11％）

仕送り
303,703円
（65％）

仕送り
303,703円
（65％）

471,356円

収 入

ローン返済
72,575円
（16％）

ローン返済
72,575円
（16％）

食費
85，087円
（19％）

食費
85，087円
（19％）

貯金
18,776円
（4％）

貯金
18,776円
（4％）

家族の医療費
43，085円
（9％）

家族の医療費
43，085円
（9％）光熱水費

52，741円
（12％）

光熱水費
52，741円
（12％）

自宅の新築・増改築費
77，352円
（17％）

自宅の新築・増改築費
77，352円
（17％）

町内会費
50，145円
（11％）

町内会費
50，145円
（11％）

仕送り
56,591円
（12％）

仕送り
56,591円
（12％）

456,352円

支 出

※普通会計…一般会計と、へき地診療所、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、住宅新築資金等貸付事業、
	 畑地かんがい事業の各特別会計を合算し、会計間の重複を除いたもの
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■ 

議
決
結
果

　

追
加
提
出
の
議
案
9
件
を
含
め
、
市
長
提
出
の
議
案
37
件
の
う
ち
、
1
件
に

つ
い
て
は
報
告
を
受
け
、
残
り
36
件
す
べ
て
を
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。
議
員
提

出
の一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）の
修
正
案
に
つ
い
て
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
な
ど
か
ら
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
請
願
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、
2
件

を
採
択
、
1
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議
員
発
議
の
議
案
3

件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

９月定例会で賛否が分れた議案等の議決結果� ○ 賛成　● 反対

件　　名
石

井

石

部

石

田

黒

川

三

村

内

田

宮
田
好

森

田

大

森

長

江

柳

井

倉

野

植

田

川
上
修

宮
田
公

川
上
博

大

月

妹

尾

難

波

平成24年度 高梁市各会計歳入歳出決
算認定について

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

平成 25 年度 高梁市一般会計補正予算
（第 2 号）

● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ●

平成 25 年度 高梁市一般会計補正予算
（第 2 号）修正案

〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇

高梁市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

消費税の複数税率導入と新聞への軽
減税率適用に関する請願

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

新聞への消費税軽減税率適用を求め
る意見書の提出について

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

地方税財源の充実確保を求める意見書
の提出について

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

「TPP 交渉に関する陳情書」は賛成多数で継続審査となりました。
他の議案は全会一致で可決しました。

　

平
成
25
年
第
4
回
高
梁
市
議
会（
定
例
）は
、
9
月
5
日
か
ら
27
日
ま
で
の
23
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
10
名
が
34
項
目
に
わ
た
っ
て
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
開
催

ヒルクライムポロシャツを着用しての議会

の
リ
ス
ク
や
、
胃
が
健
康
か
ど
う
か
を

Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
の
４
段
階
で
判
定
す

る
新
し
い
方
法
で
あ
る
。
胃
の
萎
縮
や

ピ
ロ
リ
菌
は
５
年
間
は
変
化
し
な
い

の
で
、
費
用
対
効
果
も
上
が
り
、
内
視

鏡
検
査
が
必
要
か
ど
う
か
も
判
定
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
胃
が
健
康
で
超
低

リ
ス
ク
の
方
た
ち
が
精
密
検
査
に
至
ら

ず
、
検
診
に
か
か
る
負
担
を
減
ら
す
こ

と
も
期
待
で
き
る
。
市
の
検
診
に
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度
か
ら
の
導
入

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

川
上　

危
険
家
屋
の
空
き
家
の
所
有
者

に
、
適
正
管
理
を
求
め
た
り
撤
去
を
命

令
で
き
る
「
空
き
家
対
策
条
例
」
を
制

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

来
年
３
月
を
め
ど
に
、
条
例
を

制
定
し
た
い
。

川
上　

採
血
に
よ
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

査
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
は
、
ピ
ロ

リ
菌
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
と
胃

の
萎
縮
、
胃
炎
の
有
無
を
調
べ
る
ペ
プ

シ
ノ
ゲ
ン
検
査
を
組
み
合
わ
せ
て
測
定

し
、
胃
が
ん
に
な
り
や
す
い
か
ど
う
か

川上 博司

石
井　

高
梁
市
の
耕
作
放
棄
地
は
、
土

地
持
ち
非
農
家
や
不
在
地
主
が
権
利
を

持
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
情
報
を
把

握
し
て
、
改
正
農
地
法
に
あ
る
相
続
時

の
届
け
出
を
徹
底
す
る
た
め
に
も
、
他

部
署
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

ま
だ
制
度
創
設
か
ら

時
間
が
た
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

な
か
な
か
浸
透
で
き
て
い
な
い
。
多
く

の
関
係
課
の
連
携
が
必
要
だ
と
認
識
は

し
て
い
る
が
、
農
地
情
報
は
個
人
情
報

な
の
で
、
ど
こ
ま
で
情
報
共
有
が
可
能

か
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
井　

駅
前
周
辺
整
備
は
高
梁
市
に

と
っ
て
必
要
だ
が
、
現
在
の
計
画
に
は

市
民
の
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

政
策
監　

今
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
も
開
催
し
、
広
く
市
民
の
皆
様
か
ら

意
見
を
伺
い
、
本
当
に
利
用
し
や
す
い

施
設
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

石
井　

現
在
は
駅
舎
だ
け
計
画
が
先
行

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
一
体
感
の
あ

る
整
備
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
可
能
な
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
設
計
に
入
っ
て
い
る
段
階
。
し

か
し
今
回
、
コ
の
字
型
か
ら
直
線
階
段

に
変
更
し
た
部
分
は
市
の
施
工
で
あ
り
、

複
合
施
設
と
の
調
節
は
可
能
だ
と
思
う
。

石井 聡美

市
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し
た

駅
前
施
設
の
建
設
を

「
空
き
家
対
策
条
例
」
を
制
定

す
べ
き
で
は
な
い
か

「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
」
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か

耕
作
放
棄
地
の
減
少
に
向
け
て

改
正
農
地
法
の
徹
底
し
た
周
知
を

⁃⁃がん対策について

⁃⁃いじめ対策について

⁃⁃空き家対策について

⁃⁃高梁市の交通安全対策につ
いて
⁃⁃駅前周辺整備について
⁃⁃耕作放棄地の有効活用につ
いて
⁃⁃定住対策について
⁃⁃廃校となった校舎の利活用
について

Q. 空き家対策条例を制
定すべきではないか

A. 来年の 3 月をめどに、
条例を制定したい

Q. 耕作放棄地解消のた
め、複数の課による協
力が必要ではないか

A. 情報共有がどこまで
できるか研究したい
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流
れ
）
を
知
る
こ
と
が
、
市
の
持
続
的

維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

限
ら
れ
た
財
源
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
の
か
が
大
変
重
要
だ
。

大
森　

ど
の
よ
う
な
賑
わ
い
戦
略
、
安

全
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

政
策
監　

駅
を
中
心
に
東
西
広
場
整
備
、

図
書
館
建
設
等
で
人
が
集
ま
れ
ば
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
同
時
に
安
全
対

策
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

大
森　
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
を
核
と
し
た
地

域
資
源
、
特
に
「
食
と
農
」
を
融
合
さ

せ
た
他
の
自
治
体
に
な
い
持
続
可
能
性

の
あ
る
長
期
的
戦
略
を
。

市
長　

長
期
的
戦
略
で
取
り
組
み
た
い
。

難
波　

高
梁
市
子
ど
も
医
療
費
の
給
付

期
間
は
、
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
と
あ
る
が
、
高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
と
改
正
す
る
こ
と
。

健
康
福
祉
部
長　

現
行
制
度
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

難
波　

市
道
、
農
道
及
び
林
道
の
維
持

管
理
作
業
は
市
が
責
任
を
持
っ
て
行
う

こ
と
。
草
刈
作
業
報
奨
金
の
引
き
上
げ

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
円
滑
化
を

図
る
こ
と
。

産
業
経
済
部
長　

業
務
委
託
と
い
う
考

え
で
は
な
く
、
奉
仕
作
業
に
対
す
る
報

奨
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

大
森　

定
住
促
進
を
進
め
る
た
め
に
は

Ｊ
Ｒ
で
東
西
に
分
断
さ
れ
た
中
心
市
街

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
強
力
に
推

進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

昭
和
32
年
計
画
の
都
市
計
画
街

路
を
中
心
に
し
て
、
土
地
区
画
整
理
を

進
め
る
べ
き
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
新
た
な

方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

大
森　

土
地
区
画
整
理
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
中
心
市
街
地
の
利
便
性
を
生
か

し
た
県
南
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
定

住
策
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

宅
地
整
備
・
住
宅
供
給
を
進
め

て
い
き
た
い
。

大
森　

高
梁
市
の
産
業
構
造
（
お
金
の

難
波　

本
市
の
農
業
集
落
と
住
環
境
を

守
る
た
め
、
専
業
、
兼
業
を
問
わ
ず
成

り
立
つ
農
業
の
推
進
を
求
め
る
。

産
業
経
済
部
長　

ブ
ド
ウ
・
ト
マ
ト
で

は
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
全
て
の

農
家
と
な
る
と
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

難
波　

コ
メ
の
生
産
費
と
販
売
価
格
の

差
額
を
補
填
す
る
「
不
足
払
い
制
度
」

の
創
設
と
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
正

当
に
評
価
し
た
所
得
補
償
の
実
施
を
国

に
要
請
す
る
こ
と
。

産
業
経
済
部
長　

国
は
経
営
所
得
安
定

対
策
を
導
入
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

後
の
動
向
を
見
て
対
応
す
る
。

⁃⁃ 家族経営でも成り立つ農業
振興策について
⁃⁃ＴＰＰ交渉からの撤退について
⁃⁃私学である高梁日新高校に
対する助成について
⁃⁃高梁市子ども医療費給付に
関する条例の拡充について
⁃⁃高梁市道路維持管理作業奨
励金について

⁃⁃産廃処分場計画について

⁃⁃まちづくり事業の分類、整理
について

⁃⁃介護保険制度について

⁃⁃近藤市政の2期目における高
梁市の未来予想図を聞く

⁃⁃新庁舎建設と駅周辺整備に
ついて

⁃⁃朝霧温泉「ゆ・ら・ら」の利活用
と地域振興について

⁃⁃防災行政無線について

⁃⁃県道新見川上線の大雨によ
る通行止めについて

大森 一生

難波 英夫

平
成
31
年
度
の
目
標
人
口
3
万

3
0
0
0
人
を
達
成
す
る
た
め
に
は

産
業
連
関
表
、
産
業
構
造
分
析
、

波
及
効
果
分
析
の
必
要
性
に
つ
い
て

朝
霧
温
泉
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
を
生
か
し

た
市
民
福
祉
向
上
と
地
域
活
性
化
を

駅
舎
周
辺
整
備
、
図
書
館
建
設
に
よ

る
活
性
化
戦
略
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

疑
問
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
近

隣
の
市
や
町
に
対
し
て
理
解
と
協
力
を

求
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
行
政

と
し
て
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

宮
田　

国
が
検
討
し
て
い
る
改
正
内
容

で
は
、
要
支
援
と
要
介
護
１
や
要
介
護

２
で
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市
民
に
一

番
近
い
自
治
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今

回
の
改
正
の
問
題
点
を
国
に
提
起
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
段
階
で
は
国
は
内

容
を
検
討
中
で
あ
り
、
具
体
的
な
資
料

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
基
礎
自
治
体
と

し
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
県
や

国
に
意
見
を
上
げ
て
い
く
。

宮
田　

高
梁
川
支
流
の
佐
与
谷
川
上
流

に
、
岡
山
市
の
民
間
会
社
が
「
安
定
型

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
を
計
画

し
、
許
認
可
権
を
持
つ
岡
山
県
と
事
前

協
議
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
施
設
に
は

水
の
処
理
施
設
が
な
く
、
も
し
有
害
な

物
質
が
混
入
す
れ
ば
、
津
川
・
巨
瀬
簡

水
の
水
源
や
、
田
畑
が
汚
染
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
は
反
対
署
名
や
法

廷
闘
争
に
向
け
資
金
カ
ン
パ
活
動
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

市
と
し
て
も
住
民
に
不
安
を
与

え
る
施
設
の
建
設
に
は
反
対
で
あ
り
、

県
に
対
し
て
市
長
・
議
長
連
名
で
建
設

反
対
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。
県
か

ら
求
め
ら
れ
た
意
見
書
で
も
16
項
目
の

宮田 好夫

高
梁
川
の
水
を
守
る
た
め
に

さ
ら
な
る
取
り
組
み
強
化
を

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

家
族
経
営
で
も
成
り
立
つ

農
業
振
興
対
策
を
求
め
る

子
ど
も
医
療
費
給
付
の
充
実
を

コ
メ
の
「
不
足
払
い
制
度
」
創
設
を

高
梁
市
道
路
維
持
管
理
作
業
報

奨
金
に
つ
い
て

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
防
災
行
政
無
線

の
廃
止
に
つ
い
て
は
方
針
を
改
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

総
務
部
長　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
使
用
し
て
、
今
後
行
政
放
送
を

充
実
し
た
い
。

内
田　

県
道
新
見
川
上
線
は
地
域
に

と
っ
て
は
幹
線
で
あ
る
。
時
間
雨
量
が

35
ミ
リ
、
総
雨
量
１
５
０
ミ
リ
を
超
え

る
と
、
例
え
通
行
で
き
る
状
況
で
も
一

方
的
に
県
に
よ
っ
て
全
面
通
行
止
め
の

対
策
が
な
さ
れ
る
。
地
元
自
治
体
と
し

て
県
と
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

県
と
市
で
定
期
的
に
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
状
況
等
を
伝

え
て
い
る
。

内
田　

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
基
幹
と
し
携

帯
電
話
メ
ー
ル
で
補
完
す
る
と
し
て
い

る
。
防
災
行
政
無
線
は
使
用
不
能
と

な
っ
た
時
、
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
が

現
状
は
基
幹
も
補
完
も
十
分
対
応
で
き

て
い
な
い
。
充
分
な
伝
達
手
段
が
確
立

す
る
ま
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
修
繕

を
含
め
て
維
持
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
を
基
幹
と
し
て
携
帯
電
話
メ
ー
ル

で
補
完
す
る
考
え
で
あ
る
。
現
状
は
ど

ち
ら
に
し
て
も
１
０
０
％
で
は
な
い
。

充
分
な
伝
達
手
段
が
構
築
で
き
る
ま
で

は
防
災
行
政
無
線
を
維
持
す
る
。

内
田　

防
災
行
政
無
線
は
防
災
の
他
、

行
政
放
送
も
あ
る
。
音
声
を
使
っ
て
地

域
の
情
報
を
伝
達
し
て
い
る
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
有
効
な
方
法
で

内田 大治
県
道
新
見
川
上
線
の
大
雨
に
よ

る
通
行
止
め
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

Q. 家族経営でも成り立つ
農業振興対策を求める

A. 国・県の制度を活用し
て経営をしてほしい

Q.「安定型産業廃棄物最
終処分場」に対して、反
対の取り組み強化を！

A. 建設反対の立場で引
き続き取り組みを進め
ていく

Q. 総額 50 億円を超える
大型公共投資が計画、
予定されている。近藤
市政の 2 期目における
高梁市の 10 年、20 年
先の未来予想図を聞く

A. 少子・高齢化に対応し
たコンパクトなまちづ
くりを目指していく

Q. 防災行政無線は故障し
たとき廃止にするのか

A. 充分な方法が確立す
るまでは維持する
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教
育
次
長　

複
合
施
設
並
び
に
新
図
書

館
の
配
置
図
の
不
出
来
に
つ
い
て
は
ご

容
赦
願
い
た
い
。
あ
く
ま
で
も
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

宮
田　

図
書
館
計
画
に
つ
い
て
は
、
移

動
図
書
の
あ
り
方
や
書
庫
の
位
置
、
２

階
と
３
階
で
エ
レ
べ
ー
タ
ー
の
数
が
違

う
な
ど
不
明
確
な
点
が
多
い
。
し
っ
か

り
と
し
た
素
案
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

宮田 公人

肥
大
化
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
要
望

や
計
画
に
よ
り
増
大
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
が
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

高
梁
市
に
見
合
っ
た

財
政
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
新
し
い
案

件
に
つ
い
て
は
財
政
負
担
に
耐
え
得
る

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石
部　

周
辺
地
域
の
声
を
引
き
上
げ
て

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域

局
や
市
民
セ
ン
タ
ー
に
手
厚
く
人
と
予

算
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
が
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
市
政
運
営
を

し
て
い
く
。

指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
変
好
評
を

得
て
い
る
が
、
こ
の
活
動
を
維
持
、
拡

充
す
る
た
め
に
支
援
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

確
か
な
学
力
の
定
着
の
機
会

の
一
つ
と
し
て
献
身
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
も
何
ら
か
の
予
算
措
置
を
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。

石
部　

基
準
の
見
直
し
は
生
活
保
護
世

帯
だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活
に
お
い
て
も

就
学
援
助
、
保
育
料
、
介
護
保
険
料
、

ま
た
最
低
賃
金
な
ど
に
も
影
響
が
考
え

ら
れ
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

生
活
保
護
は
国
の
制

度
で
あ
り
市
に
は
裁
量
権
が
な
い
。
今

後
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

石
部　

保
護
世
帯
の
就
労
を
支
援
す
る

専
門
家
の
配
置
、
ま
た
受
給
者
で
は
な

い
生
活
困
窮
者
の
捕
捉
調
査
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
補
助
制
度
の
活

用
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
で
就
労

支
援
を
続
け
て
い
く
。

石
部　

駅
前
に
か
か
わ
る
予
算
が
次
々

石
田　

本
庁
、
地
域
局
、
西
部
土
木
事

務
所
の
対
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

西
部
土
木
事
務
所
を

中
心
に
、
本
庁
か
ら
も
職
員
を
派
遣
し
、

関
係
課
と
協
力
し
て
対
応
し
た
。

石
田　

災
害
に
よ
る
市
道
規
制
等
を
、

さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
公
表
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
う

な
地
図
で
の
位
置
表
示
に
つ
い
て
は
、
災

害
現
場
の
状
況
確
認
等
に
時
間
が
か
か
る

た
め
対
応
で
き
て
い
な
い
。
地
図
情
報
の

メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
す
る
。

石
田　

教
員
О
Ｂ
や
学
生
に
よ
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
・
中
学
生
の
個
別

妹
尾　

川
上
中
学
校
の
移
転
に
つ
い
て

は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
地
域
と
の

協
議
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

教
育
次
長　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の

話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
理
解
が
得
ら
れ

た
と
考
え
て
い
る
。

妹
尾　

移
転
先
の
校
舎
は
高
等
学
校
仕

様
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
学
校
仕
様
に

整
備
す
る
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
次
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
要
望
書
も
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
に
充
分
応
え
ら

れ
る
よ
う
協
議
し
、
整
備
を
進
め
て
い

く
。

妹
尾　

川
上
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
的
な
場
所
で
あ
る
川
上
中
学
校
跡

地
の
整
備
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
次
長　

窓
口
を
一
本
化
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

石部　誠

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
が
市
民

生
活
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

今
夏
の
局
地
的
豪
雨
災
害
へ
の

対
応
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
と

充
実
に
つ
い
て

高
梁
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て

駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

妹尾 直言 

石田 芳生

⁃⁃ 川上中学校移転について

⁃⁃川上中学校跡地の整備につ
いて

⁃⁃朝霧温泉「ゆ・ら・ら」の今後に
ついて
⁃⁃学校林の現状と収益金の管
理、運用について
⁃⁃入札制度と監理課の役割に
ついて 
⁃⁃高梁駅バリアフリー化事業と
駅周辺整備について

⁃⁃局地的豪雨による被害対策
と今後の防災対策について

⁃⁃学力向上に対する取り組み
について

⁃⁃空き家対策について 

⁃⁃小・中学校へのエアコン設置
について
⁃⁃地域コミュニティの発展につ
いて
⁃⁃生活保護基準の見直しにつ
いて
⁃⁃駅周辺整備について

Q. 川上中学校移転にとも
なう整備について

A. ＰＴＡと十分協議を行
いながら進める

Q.図書館計画については
しっかりとした素案を
示すべき

A. 配置図の不出来につい
てはご容赦願いたい

Q.学校教育を補完するも
のとして、高梁学習サ
ポート教室を支援する
ことはできないか

A. 予算措置をして支援し
ていきたい

Q. 箱物ではなく、人を育
て大切にする市政運営
を望む

A. 地域のニーズに沿った
市政運営を進める

整備が望まれる　旧川上中学校▶

高梁学習サポート教室の様子

◀中学校仕様への整備が早急に望まれる
旧高梁城南高校川上校地

全員協議会に提出された、賑わい施設のイメージ図
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高
梁
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

委
員　

今
回
の
職
員
給
与
の
引
き
下
げ

は
、
国
が
権
限
を
振
り
回
し
、
自
治
体

の
意
見
を
聞
か
ず
に
地
方
交
付
税
を
削

り
、
給
与
を
下
げ
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
方
自
治

体
の
権
限
を
国
が
取
り
上
げ
る
よ
う
な

や
り
方
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と
抗
議

す
る
意
味
か
ら
も
、
こ
の
議
案
に
反
対

す
る
。

委
員　

現
状
を
考
え
れ
ば
、
高
梁
市
の

今
後
の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
職
員
労
働
組
合

に
も
理
解
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も

ろ
手
を
挙
げ
て
で
は
な
い
が
賛
成
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

平
成
25
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

委
員　

都
市
街
路
事
業
費
の
東
西
連
絡

道
付
け
替
え
工
事
費
が
２
億
３
２
０

５
万
７
０
０
０
円
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
計
画
の
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

執
行
部　

隣
接
す
る
複
合
施
設
と
の
兼

ね
合
い
も
考
え
、
東
西
連
絡
道
を
西
へ

延
伸
し
、
南
へ
向
け
て
直
階
段
を
お
ろ

す
計
画
と
し
て
い
る
。

委
員　

公
共
施
設
や
駅
の
階
段
勾

配
は
30
度
ぐ
ら
い
だ
と
思
う
。
高

齢
者
等
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
下

り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
考
え
た

ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

執
行
部　

現
在
は
、
直
階
段
の
幅

員
を
約
２
・
５
メ
ー
ト
ル
で
計
画

し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
高
梁
駅
の
利
用
者
の
安
全
、

利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
ま
た

隣
の
複
合
施
設
が
で
き
た
場
合
の

分
散
を
考
え
、
必
要
最
小
限
の
幅

員
と
し
て
い
る
。
そ
こ
へ
約
１

メ
ー
ト
ル
幅
の
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
併
設
し
、
合
計
で
約
４
メ
ー
ト
ル
幅

の
構
造
物
が
で
き
る
。
さ
ら
に
西
側
へ

も
う
１
本
下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
け
る
と
な
る
と
、
送
迎
車
の
乗
降
ス

ペ
ー
ス
が
十
分
と
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
上
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
だ
け
の

配
置
と
し
て
い
る
。

高
梁
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

委
員　

こ
の
会
議
で
は
ど
う
い
っ
た
こ

と
を
話
し
合
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

15
人
の
委
員
は
ど
う
い
っ
た
メ
ン
バ
ー

を
考
え
て
い
る
の
か
。

執
行
部　

教
育
、
保
育
施
設
、
地
域
型

保
育
事
業
な
ど
の
利
用
定
員
を
定
め
る

こ
と
、
産
後
や
育
児
休
業
後
に
お
け
る

保
育
施
設
の
確
保
の
こ
と
、
保
護
を
要

す
る
子
ど
も
た
ち
の
養
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策

定
や
変
更
を
す
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的

に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
。
委
員
に
つ

い
て
は
、
学
識
経
験
者
で
あ
る
と
か
、

教
育
、
保
育
分
野
の
関
係
者
、
保
護
者

代
表
と
い
っ
た
方
を
考
え
て
い
る
。

総務文教
委員会

産業経済
委員会

委 員 会 報 告

市民生活
委員会

8
月
6
日
か
ら
8
日
の
3
日
間
で
、

岩
手
県
盛
岡
市
と
紫
波
町
、
愛
知
県
岡

崎
市
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

盛
岡
市
は
観
光
政
策
と
し
て
、
詩
人
・
石

川
啄
木
、
思
想
家
・
新
渡
戸
稲
造
な
ど
、
歴

史
に
名
を
残
し
た
先
人
の
偉
業
を
顕
彰
し
て

い
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

観
光
宣
伝
の
展
開
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

紫
波
町
で
は
、
J
R
紫
波
中
央
駅
西

側
一
帯
の
町
有
地
を
中
心
と
し
た
都
市
整

備
を
図
る
た
め
、
町
民
や
民
間
企
業
の

意
見
を
反
映
さ
せ
た
紫
波
町
公
民
連
携

基
本
計
画
を
策
定
し
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
称
し
て
平
成
21
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
官
民
が
融
合

し
た
複
合
施
設
に
は
図
書
館
と
音
楽
ス

タ
ジ
オ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設

と
、
カ
フ
ェ
、
産
直
市
場
な
ど
の
民
間
テ

ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
庁

舎
や
体
育
館
、
住
宅
地
を
整
備
し
て
い

く
そ
う
で
、
本
市
で
も
今
後
計
画
さ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
、
公

民
連
携
の
手
法
は
大
い
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

岡
崎
市
で
は
、
山
間
部
で
イ
ノ
シ
シ
や

サ
ル
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

多
発
し
て
お
り
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
お
金
を
か
け
ず
に
、
ま
た
環
境
に
も

優
し
い
竹
と
間
伐
材
を
使
用
し
た
檻お

り
を
作

り
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
努
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
自
然
の
物
を
利
用
す
る

こ
と
で
捕
獲
率
も
高
い
と
の
こ
と
で
、
本

市
で
も
竹
の
有
効
活
用
と
し
て
、
こ
の
檻お

り

を
作
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
取
り
組
ん

で
み
た
ら
ど
う
か
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

7
月
18
日
に
教
育
行
政
が
重
要
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
を
教
育

委
員
会
職
員
同
行
の
も
と
市
内
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

有
漢
、
川
上
幼
稚
園
で
は
、
平
成
27

年
度
の
幼
保
一
体
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
園
長
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
有
漢
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園

児
と
保
育
園
児
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
に
は
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
が
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

川
上
幼
稚
園
で
は
、
現
在
2
、
3
歳

児
は
保
育
園
児
と
の
合
同
保
育
を
行
っ
て

お
り
、本
年
度
は
運
動
会
も
行
う
予
定
で
、

一
体
化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
保
育
料
や
職
員
配
置
の
問
題
な
ど
行

政
と
し
て
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

津
川
幼
稚
園
の
園
庭
芝
生
化
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
管
理
は
地
元
老
人
ク

ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る
が
、
想
像
以
上
に

大
変
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

川
上
中
学
校
の
校
舎
と
、
移
転
先
と

な
っ
て
い
る
旧
高
梁
城
南
高
校
川
上
校

地
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
中
学
校

と
高
校
で
は
、
校
舎
等
の
仕
様
が
異
な

る
た
め
工
夫
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、

今
後
改
善
す
べ
き
点
は
行
政
と
話
を
進

め
て
い
く
と
校
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

視
察
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
教
育
行
政

に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
と
再
認
識
し
た

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

竹と間伐材を利用した捕獲柵

付け替えが計画されている東西連絡道の西側階段の形状

芝生化された津川幼稚園の園庭

視察に

行きました!

有
害
鳥
獣
対
策
・
幼
稚
園
の
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た

委 員 会 報 告

産
業
経
済
委
員
会
管
外
行
政
視
察

�

総
務
文
教
委
員
会
管
内
行
政
視
察

�

（
委
員
長
　
倉
野
嗣
雄
）

（
委
員
長
　
長
江
和
幸
）

お
詫
び
と
訂
正

前
号
の
委
員
会
報
告
で
、
成
羽
病

院
院
長
を
神
谷
院
長
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
紙
谷
院
長
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



高梁市議会だより　第16号　 12

高
梁
市
議
会
事
務
局

　

高
梁
市
松
原
通
２
０
４
３

　

☎
０
８
６
６
ー
21
ー
０
２
７
６

☆
ご
意
見
は
こ
ち
ら
ま
で

編
集
／

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

委
員
長	

宮
田　

公
人

	

副
委
員
長	

宮
田　

好
夫

	

委　
　

員	

川
上　

博
司

	

委　
　

員	

森
田　

仲
一

	

委　
　

員	

石
部　
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石
田　

芳
生
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員	

石
井　

聡
美

　大幅な紙面リニューアルを行ってからの3号目はどうだったでしょ
うか。今後も、一人でも多くの市民の皆様に手に取って見ていた
だけるように、新しい発想で工夫しながら紙面づくりに取り組んでい
きたいと思います。
　11月11日から17日にかけて開催する第2回議会報告会について
は次号で報告させていただきますので、よろしくお願いいたします。
� （川上博司）

旧備中松山藩御茶屋（高梁市奥万田町）
　備中松山藩六代藩主板倉勝

かつつね

職が別邸として建てたものです。隣接して水車があったことから通称「水車」
と呼ばれていました。
　幕末に藩政改革をすすめていた山田方谷が元締め役を辞した後、当時利用のなかったこの「水車」を城
下滞在時の宿舎としていました。長岡藩主河井継之助が方谷の教えを請いに訪れた時、ここで学んでいた
ことを旅日記「塵

ちりつぼ

壺」に記しています。
　現在の施設は、御茶屋跡に唯一残されていた建造物を調査に基づき、水車とともに整備したものです。

11月
号

　
平

成
25年

11月
15日

発
行

編 集 後 記

The spot
of

 Takahashi気になるスポット

　高梁市議会広報調査特別委員会では、
身近な議会だよりとなるよう、市民の
皆様から表紙の写真を募集しています。なお、今回
は 2月号の表紙写真を募集します。

高梁市の四季折々の風景、名所、地域行事など

1. 作品には、題名、撮影場所、撮影日時、住所、氏名、
電話番号をご記入ください。
2. 直接議会事務局へお持ちいただくか、郵送でお願
いします。デジタルデータの場合は議会事務局へ
ご相談ください。

　公職選挙法により、政治家が選挙区内で寄
付行為等を行うことは禁止されています。この
ため、市議会議員はお中元・お歳暮などを贈っ
たり、地域の行事に差し入れや祝儀を出すこと
はできません。選挙区内に暑中見舞いや年賀状
を出すことも禁止されています。
　また市民から市議会議員に対して、寄付を出
すよう勧めたり、要求したりすることも禁止さ
れています。
　皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。

あなたの写真で、議会だより
の表紙を飾りませんか？

贈らない！
求めない！
受け取らない！
寄付行為等の禁止について

旧備中松山藩御茶屋　水車 旧備中松山藩御茶屋

募集写真のテーマ

応募方法


